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2026年 9 月 15 日 

 

「2026年 第 47回本田賞」  

グレアム・M・クラーク教授とインゲボルグ・ホフマイヤー博士が受賞 

〜多チャンネル型人工内耳の研究開発と臨床実用化、世界的な普及を先導〜 

 

公益財団法人 本田財団（設立者：本田宗一郎・弁二郎兄弟、理事長：石田寛人）は、第 47回目となる 2026年度の

本田賞を、多チャンネル型人工内耳の研究開発と臨床実用化、世界的な普及を先導した、オーストラリアの医師で

神経科学者、メルボルン大学名誉教授のグレアム・M・クラーク教授（Professor Graeme M. Clark AC）と、オーストリアの

電気工学者で MED-EL 共同創業者兼 CEO のインゲボルグ・ホフマイヤー博士（Dr. Ingeborg Hochmair）に贈呈する

ことを決定しました。 

人工内耳は、補聴器を使用しても言葉を十分に聞き取ることが難しい高度・重度の難聴者のための医療機器です。

音を電気信号に変換し、内耳に存在する感覚器官「蝸牛
かぎゅう

」内に挿入した電極から聴神経を直接刺激することで音を

脳へ伝えます。両氏は 1970 年代、オーストラリアとオーストリアでそれぞれ研究に取り組み、音の有無やリズムを

感じられても、言葉の識別には限界があった従来の人工内耳を、言葉の理解を可能にする「多チャンネル型」

人工内耳へと進化させました。人の感覚（聴覚）を取り戻すことに寄与するこの先駆的な実用技術は、難聴者に

音声によるコミュニケーションの機会をもたらしました。さらに、子どもの言語習得や教育、成人の就労や社会参加、

高齢者の生活の質（QOL）向上に至るまで、多くの難聴者の心と生活にあらたな可能性をもたらしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1980 年に創設された本田賞は、「人間性あふれる文明の創造」に貢献する研究成果を顕彰するため、「エコ

テクノロジー」*1 の観点から、次世代を切り拓く新たな知見と、その応用・普及に至る取り組みを讃える、日本初の

科学技術分野における国際褒賞です。贈呈式は 2026 年 11 月 16 日（月）に帝国ホテル東京で開催し、両氏に

メダルと賞状とともに、副賞として総額 1,000万円が贈呈されます。 

  



-2- 

【授賞理由】 

両氏は、電極設計、信号変換、神経刺激、手術方法、安全性など、人工内耳の実用化に必要な課題に科学・医学・

工学の各側面から取り組み、改良を重ねました。さらに、クラーク教授は企業と連携して製品化と各国での承認・普及を

進め、ホフマイヤー博士は電気工学者である夫と共同で企業を設立し、継続的な技術開発と世界展開を主導しました。 

人工内耳は、外界の情報を電気信号に変換し、脳の神経経路へ伝達することで、人と機械を結ぶ先駆的な実用技術

です。この開発で培われた知識と技術は、人・機械相互作用の基盤となり、他の医療機器の発展の礎にもなっています。

こうした両氏の功績は、「エコテクノロジー」の重要性を財団設立時から長年標榜し主張してきた本田財団の設立基本

方針に一致し、本田賞にふさわしい成果であると認め、本田賞を贈呈することを決定しました。 

*1 エコテクノロジー（Ｅｃｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）：エコロジーから想起される「地球にやさしい」という限定的な意味合いを超え、社会における諸問題を解決

するための手法として、常に“人間”を大切にし「自然環境」と「人間環境」の両方との調和を目指す科学技術哲学 

 

人工内耳について 

内耳には、音の振動を電気信号に変えて聴神経へ伝える「有毛細胞」があります。補聴器が音を増幅して聞き取り

やすくし、残された聴力を活用するのに対し、人工内耳は、正常に機能しない有毛細胞の働きを補うように、音を

電気信号に変換し、蝸牛内に挿入した電極から聴神経を刺激する医療機器です。 

人工内耳は、マイクで音を拾って処理するスピーチプロセッサ（体外装置）と、耳の後ろの皮膚の下に埋め込む

受信装置や蝸牛内に挿入する電極からなるインプラント（体内装置）で構成されます。マイクで拾った音は電気信号に

変換され、皮膚を介してインプラントへ送られます。現在主流となっている多チャンネル型人工内耳では、音を複数の

周波数帯に分け、その情報に応じて複数の電極を使い分けることで、より多くの音の情報を聴神経へ伝えます。 

人工内耳の装用後は、装置の調整や継続的な（リ）ハビリテーション*2 を通じて、音や言葉の聞き取りを身につけて

いきます。幼い子どもにとっては音声言語の習得や学習を支える選択肢となり、成人や高齢者にとっては、家族や

周囲とのコミュニケーション、就労や社会参加の維持・回復へつながっています。 

*2 （リ）ハビリテーション：先天性または幼少時から障害のある人が、新たな能力を獲得していく「ハビリテーション」と、すでに獲得した能力の回復・

維持・向上を図る「リハビリテーション」の総称 

 

教授・博士の研究の歩みと実用化への貢献 

1960 年代には、単一の電極を用いる単チャンネル型人工内耳が登場し、音の有無や強弱、リズムを感じることが

可能となりました。しかし、単一の電極では言葉を構成する複数の周波数情報を十分に伝えることができず、会話の

聞き取りでは読唇に頼ることが多く、依然として音だけで言葉を理解することは困難でした。 

そこで必要と考えられたのが、蝸牛内の異なる位置を複数の電極で刺激し、音の高さ（周波数）の情報を分けて

伝える多チャンネル型人工内耳でした。しかし当時は、複数の電極を蝸牛内に安全に挿入できるのか、隣接する

電極の刺激を聴神経や脳が区別できるのか、限られた電気刺激で複雑な音声情報を十分に伝えられるのか、さらに

長期にわたって安全に使用できるのかなど、多くの課題がありました。また、電気刺激によって言葉を聞き取れるように

すること自体に、懐疑的な見方も少なくありませんでした。 

両氏はそれぞれの研究を通して、電極の形状や配置、刺激方法、音声を電気信号に変換する処理技術、手術方法、

安全性などの課題に取り組みました。そして、単に電極の数を増やすのではなく、言葉の聞き取りに必要な音の

情報を選び、それを蝸牛内のどの電極から、どの強さとタイミングで伝えるかを精密に設計することで、多チャンネル型

人工内耳を臨床で使用できる実用技術へと発展させました。 
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耳鼻咽喉科医だったクラーク教授は、1967 年に人工内耳に関する電気生理学的研究を開始。1970 年には

メルボルン大学の耳鼻咽喉科教授に就任しました。その後、科学・医学・工学の専門家からなる研究チームを率い、

聴神経の刺激方法、電極設計、生物学的・電気的安全性、心理物理学、音声処理など人工内耳に関する多角的な

研究を進めました。1978 年、クラーク教授らは、メルボルン大学とロイヤル・ビクトリア眼科耳鼻科病院による研究の

一環として、同病院で多チャンネル型人工内耳の手術を実施し、臨床応用を実現しました。クラーク教授は産業界と

連携して研究成果の製品化を進め、その技術は Nucleus Group の一部門として設立された Cochlear（コクレア）社の

人工内耳へと発展しました。クラーク教授は同社とともに装置の改良と臨床応用を進め、その成果は各国での承認や

医療従事者への研修などを通じ、世界的に普及しました。 

ホフマイヤー博士は、ウィーン工科大学で電気工学を学んでいた際、1975 年、後に夫となる電気工学者のアーウィン・

ホフマイヤー博士の誘いで人工内耳の研究に着手しました。二人は、耳鼻咽喉科医のクルト・ブリアン教授と連携し、

電極、電子回路、音声処理、神経刺激などの技術開発を進めました。1977 年、ブリアン教授がウィーン大学耳鼻咽喉科で、

ホフマイヤー博士らが開発した多チャンネル型人工内耳の手術を実施しました。その後も利用者と協力しながら装置や

音声処理技術の改良を重ね、ホフマイヤー博士は夫のアーウィン博士とともに MED-EL（メドエル）社を設立し、

人工内耳の技術革新と普及に取り組みました。 

Cochlear社製および MED-EL社製の人工内耳の臨床応用は、当初は成人を対象としていました。その後、人工内耳

本体、手術手技、音声処理技術の改良が進み、その適用は小児へと広がりました。人工内耳は、人間の感覚機能を

機器によって補う神経工学の先駆的かつ実用的例となり、人間の感覚を取り戻すことに寄与した初めての技術と

いえます。現在までに世界で 100万人を超える人々に人工内耳が使用されています。 

＜業績解説・過去受賞者一覧について＞ 

詳しくは、本田財団のウェブサイトをご覧ください。 

ホームページ：https://www.hondafoundation.jp/index.html

業 績 解 説：https://www.hondafoundation.jp/commemoration/index/285 

過去受賞者：https://www.hondafoundation.jp/winner.html 

【本田財団について】 

本田財団は、本田技研工業株式会社の創業者本田宗一郎とその弟・弁二郎の寄附金によって、1977 年 12 月に設立

されました。当財団では、「自然環境」と「人間環境」の両方を大切にする科学技術哲学を「エコテクノロジー」と呼び、

その発展と拡大を目指して、3つの活動に取り組んでいます。 

①エコテクノロジーの概念に即して顕著な成果を達成した研究成果を表彰する国際褒賞「本田賞」

②現代社会が抱える種々の問題について解決のアイデアを議論し創出する「国際シンポジウム・懇談会」

③次世代を担う若い技術者・科学者リーダーを発掘育成する「Y-E-Sプログラム」

これらの活動を通じて、「人間性あふれる文明の創造に寄与する」ことを目指しています。 

＜お問い合わせ＞ 

公益財団法人 本田財団 事務局 

〒104-0028 東京都中央区八重洲 2-1-1 YANMAR TOKYO 6 階 

TEL：03-3274-5125 FAX：03-3274-5103 

https://www.hondafoundation.jp 

報道に関するお問い合わせ先 

本田財団広報事務局（共同ピーアール株式会社内） 

電話：080-9206-7097（塩山） 080-8866-6183（田中） Email：hondafoundation@kyodo-pr.co.jp 



グレアム・M・クラーク教授 

メルボルン大学

グレアム・クラーク生体医工学研究所名誉教授 

オーストラリア勲章コンパニオン（AC）

生まれ 

1935 年 8 月 16 日 オーストラリア ニューサウスウェールズ州カムデン 

学歴 

1957 シドニー大学 医学学士（MB）・外科学士（BS）（最終学年首席）

1961-1962 英国王立外科医師会（FRCS）フェロー（エディンバラおよびイングランド） 

1966 オーストラリア・ニュージーランド王立外科医師会（FRACS）フェロー

（耳鼻咽喉科）

1968 シドニー大学 外科学修士（MS）

1969 シドニー大学 博士（PhD）

職歴 

1964-2004 メルボルン ロイヤル・ビクトリア眼科耳鼻科病院 名誉耳鼻咽喉科医

1969-2004 メルボルン大学耳鼻咽喉科 創設教授兼名誉教授

1985-2005 オーストラリア人工内耳協会 創設者兼所長

2008-2010 メルボルン ラ・トローブ大学 初代特別教授

2012-2014 国立 ICT オーストラリア（NICTA）特別研究員 

2014- メルボルン大学 電気電子工学科 名誉教授

2016- メルボルン大学 グレアム・クラーク生体医工学研究所 メンバー

受賞歴 

2004 オーストラリア首相科学賞

2006 オーストラリア科学アカデミー イアン・ウォーク・メダルおよび特別講演

2007 ゲルトルート・レームスマ財団（マックス・プランク協会）チュルヒ賞

2009 国際医用生体工学連合（IFMBE）オットー・シュミット賞

2010 英国王立外科医師会・王立協会・エディンバラ大学 リスター・メダル

2011 ノーベル神経生理学研究所 ソッテルマン・メダル

2013 ラスカー財団 ラスカー・ドゥベーキー臨床医学研究賞

2015 全米工学アカデミー（NAE）フリッツ・J＆ドロレス・H・ラス賞

2018 CORLAS（Collegium Oto-Rhino-Laryngologicum Amicitiae Sacrum）シャンボー賞

2024 米国電気電子学会（IEEE）医療技術革新メダル

2025 エリザベス女王工学賞財団 エリザベス女王工学賞

2026 ブロード研究所（MIT・ハーバード大学）リチャード・N・マーキン生体医学テクノロジー賞

研究業績 

書籍 6 冊 モノグラフ 1 冊

書籍内担当章 50 章 査読付き招待レビュー 4 件 

査読付き学術論文 423 件 学会発表論文 104 件 

関連学会抄録 362 件 米国国立衛生研究所（NIH）への科学報告書 67 件 

特許取得 20 件 
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1969 Clark GM. Middle ear and neural mechanisms in hearing and in the 

management of deafness [聴覚および聾マネジメントにおける中耳と神経機構]: 

シドニー大学博士論文; 1969.

1973 Clark GM, Kranz HG, Minas HJ. Behavioral thresholds in the cat to 

frequency-modulated sound and electrical stimulation of the auditory 

nerve [ネコにおける周波数変調音および聴神経電気刺激に対する行動閾値]. 

Experimental Neurology. 1973;41:190-200. 

1977 Clark GM, Black RC, Dewhurst DJ, Forster IC, Patrick JF, Tong YC. An 

Electrode Hearing Prosthesis for Cochlear Implantation in Deaf Patients 

[聾者用蝸牛埋め込み型電極式聴覚補綴装置 ]. Medical Progress Through 

Technology. 1977;5:127-40. 

1980 Tong YC, Clark GM, Seligman PM, Patrick JF. Speech processing for a 

multiple-electrode cochlear implant hearing prosthesis. Technical notes 

and research briefs [蝸牛埋め込み型多電極式聴覚補綴装置における音声処理：

技術的注記および研究概要]. Journal of the Acoustical Society of America 

(JASA). 1980;68:1897. 

1981 Clark GM, Tong YC, Martin LF. A multiple-channel cochlear implant. An 

evaluation using open-set CID sentences [多チャンネル人工内耳―オープン

セット CID 文を用いた評価]. Laryngoscope. 1981;91:628-34.

1983 Tong YC, Dowell RC, Blamey PJ & Clark GM. Two-component hearing 

sensations produced by two-electrode stimulation in the cochlea of a 

deaf patient [聾者の蝸牛における二電極刺激によって生じる二成分性聴覚感覚]. 

Science, 219 (4587), 993–994. 

1984 Rickards FW, Clark GM. Steady-state evoked potentials to amplitude-

modulated tones [振幅変調音に対する定常状態誘発電位]. In: Nodar RH, 

Barber C, eds. Evoked potentials II. Boston : Butterworths :163- 68.1984: 

Butterworths. 

1985/1987 Clinical Trial of a Multi-Channel Cochlear Prosthesis: Results on 10 Postlingually 

Deaf Patients [多チャンネル人工内耳の臨床試験：後天性聾者10例における結果] 

(Annals of Otology, Rhinology & Laryngology, 1985 / 1987) ― 多電極アレイを

用いたオープンセットの音声知覚を実証した画期的な研究。 

1987 The University of Melbourne-Nucleus Multi-Electrode Cochlear Implant 

[メルボルン大学―多電極人工内耳Nucleus] (Karger, Basel, 1987) ― 多チャンネル

人工内耳の生体適合性設計、手術方法、音声処理戦略を詳述した初の包括的な

専門書。 

2003 GM, Clark. Cochlear Implants: Fundamentals and Applications [人工内耳：

基礎と応用]: New York: Springer; 2003. 

2006 Cochlear Implants―Current and Future: A Perspective [人工内耳 ― 現在と

未来の展望] (Philosophical Transactions of the Royal Society B, 2006) 

― 聴覚脳幹および内耳への神経刺激に関する進展と今後の方向性についての権威

ある概説。 

2013 Clark GM, Clark JC, Furness JB. The evolving science of cochlear implants 

[進化する人工内耳の科学]. The Journal of the American Medical Association 

(JAMA). 2013;310:1225–6.  

2026 Clark GM. The role of a surgeon in restoring the senses & in biomedical 

engineering [感覚の回復および生体医工学における外科医の役割]. ANZ Journal 

of Surgery. 受理済み。  
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インゲボルグ・ホフマイヤー博士

MED-EL社 CEO 

生まれ 

1953年 1月 17日 オーストリア ウィーン 

学歴 

1971-1976 カールスルーエ工科大学（1年次）およびウィーン工科大学にて電気工学を専攻

1976 

1979 

1998 

研究歴・職歴 

1975 

ウィーン工科大学 電気工学修士

ウィーン工科大学 工学博士

ウィーン工科大学 電気工学部において生体医工学分野の教授資格取得

ウィーン工科大学 一般電気工学・電子工学研究所 研究助手

マルチチャンネル人工内耳に関する研究を開始。

1976-1986 ウィーン工科大学 一般電気工学・電子工学研究所 助教

1977 12 月 16 日、アーウィン・ホフマイヤー博士との共同研究開発の結果、ウィーン

にて外科医クルト・ブリアン教授による世界初のマイクロエレクトロニクスを

用いたマルチチャンネル人工内耳の埋め込み手術に成功。 

1979 米国カリフォルニア州スタンフォード大学 医学エレクトロニクス研究所 客員准教授 

1981-1989 3M社（米国ミネソタ州セントポール）神経補綴コンサルタント 

1986-1989 インスブルック大学 応用物理学研究所 助教（生体医工学講義担当）

1990- 1980年代にインゲボルグ・ホフマイヤーとアーウィン・ホフマイヤーによって

設立されたMED-EL社は、1990年に最初の従業員を採用。以来、インゲボルグ・

ホフマイヤーはCEO兼CTO（最高技術責任者）として、社内の研究開発チームを

牽引してきた。当初1名で発足したチームは現在510名の科学者・エンジニアを

擁する規模に成長し、聴覚インプラントやその他の神経補綴分野の発展に日々

貢献している。現在、同社の従業員数は世界39拠点で合計3,000名に達している。

これまで 140 カ国の医療機関において、あらゆる年齢層の数十万人の人々が

MED-EL 社製品のインプラント手術を受けている。社内での研究開発に加え、

世界各国の大学や著名な研究機関との200件に及ぶ共同研究により、能動型聴覚

インプラント分野のさらなる発展に寄与している。基礎科学研究を臨床研究

へと繋げるトランスレーショナルリサーチ（橋渡し研究）が、インゲボルグ・

ホフマイヤーとそのチームの活動の中核となっている。その成果として、新たな

患者層向けのソリューションが開発され、それまでの人工内耳の適応対象に

比べ、聴神経への電気刺激による効果が期待できる患者数が飛躍的に増加した。

こうしたトランスレーショナルリサーチにより、低侵襲性ながら蝸牛の全長を

カバーする長尺電極と音響信号の符号化方式の最適な組み合わせが実現し、

現在では臨床現場で日常的に広く用いられている3つの新たな適応が確立された。

すなわち、1）十分な残存聴力がある場合に、内耳の聴力および構造を維持しつつ

人工内耳を用いた治療を受けること（EAS：電気刺激と音響刺激の併用）、

2）両側人工内耳埋め込み手術を受けること、3）一側性難聴において人工内耳

埋め込み手術を受けること、の３つである。これらはいずれも、あらゆる年齢層の

装用者の生活の質を著しく向上させる治療であり、現在多くの医療制度において
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保険適用の対象となっている。電気刺激、あるいは音響刺激と電気刺激の

併用により、両側聾、両側の中等度から重度の難聴、そして一側性難聴の成人

および小児において、ほぼ正常に近い聴覚機能の回復が可能となっている。

デキサメタゾン放出型人工内耳および完全埋込型人工内耳のヒトを対象とした

実現可能性試験が実施され結果が公表されており、現在、承認取得に向けた

多施設共同研究が進行中。 

2002- 振動刺激を利用した能動型聴覚インプラントやその他の神経補綴分野への拡張

およびトランスレーショナルリサーチの実施に加え、近年ではロボット支援

手術や内耳への薬物送達といった領域の研究開発にも取り組んでいる。 

受賞歴・勲章・名誉博士・名誉会員（抜粋） 

1977 欧州固体回路会議（ESSCIRC）最優秀論文賞（ドイツ・ウルム） 

1983 ロータリークラブ レオナルド・ダ・ヴィンチ賞

2004 ドイツ・ミュンヘン工科大学 名誉医学博士号

2010 オーストリア・インスブルック医科大学 名誉医学博士号

2013 オーストリア・インスブルック大学 名誉評議員

ラスカー・ドゥベーキー臨床医学研究賞（米国・ニューヨーク）

2014 オーストリア研究財団 ルートヴィヒ・ウィトゲンシュタイン賞

2015 全米技術アカデミー フリッツ・J＆ドロレス・H・ラス賞

オーストリア・チロル州 名誉勲章

オーストリア・ウィーン工科大学 ヨハン・ヨーゼフ・リッター・フォン・プレヒトル・メダル

2016 エドゥアルト・ライン財団 技術賞（ドイツ・ミュンヘン）

2017 ドイツ・ガルプセン友の会 名誉勲章

2018 ベルン大学 名誉博士号

国際耳鼻咽喉科学会（CORLAS） シャンボー賞

2020 スウェーデン・ウプサラ大学 名誉医学博士号

2021 オーストリア・インスブルック大学 名誉自然科学博士号

2022 ベルギー・リエージュ大学 名誉医学博士号

オーストリア生体医工学会 名誉会員

オーストリア共和国功績勲章

2023 IEEEアレクサンダー・グラハム・ベル・メダル

2025 頭蓋底外科学会 ホルスト・ショイネマン・メダル

オーストリア科学アカデミー（ÖAW） ハンネス・アンドロッシュ賞

2026 エリザベス女王工学賞

米国・ミシガン大学 名誉工学博士号

学会等の会員（過去・現在） 

米国医療機器振興協会（AAMI）、米国音響学会（ASA）、IEEE シニアメンバー、国際人工臓器

学会（ISAO）、ニューヨーク科学アカデミー、ドイツ聴覚学会（DGA） 名誉会員、オーストリア

耳鼻咽喉科学会 名誉会員、国際耳鼻咽喉科学会（CORLAS）、オーストリア科学アカデミー 

名誉会員、ベルギー科学アカデミー 

その他の役職（過去・現在） 

オーストリア研究・技術開発評議会 諮問委員、ドイツ聴覚学会（DGA）理事、AplusBセンター 

理事、国際聴覚財団 評議員、レーベンスラウム・チロル 理事 

出版物・特許 

人工内耳、医療機器、神経補綴、音声・言語処理技術の分野において100編以上の学術論文を発表し、

学会等で多数の講演を行うほか、50件以上の特許の発明者または共同発明者となっている。 
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